









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
自
然
人
の
人
格
三
　
野
　
陽
治
一二三四五
頃
　
　
次
民
法
上
の
人
人
間
の
人
格
権
利
能
力
と
人
格
権
自
然
人
の
権
利
能
力
自
然
入
の
権
利
能
力
と
法
人
の
権
利
能
力
盲
然
人
の
入
格
五
九
東
洋
法
学
六
〇
民
法
上
の
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
一
　
民
法
上
人
と
は
権
利
義
務
の
主
体
た
る
能
力
、
す
な
わ
ち
権
利
能
力
を
有
す
る
存
在
（
G
霧
≦
霧
窪
）
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
民
法
上
は
人
の
種
類
に
自
然
人
と
法
人
と
が
あ
る
。
第
一
章
は
自
然
人
と
し
て
人
間
に
つ
い
て
規
定
し
、
第
一
条
は
そ
の
権
利
能
力
に
関
　
　
　
　
　
（
2
）
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
は
法
人
に
つ
い
て
規
定
し
、
第
四
三
条
は
そ
の
権
利
能
力
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
自
然
人
と
法
人
が
権
利
能
力
を
有
す
る
こ
と
及
び
権
利
能
力
の
範
囲
は
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
が
、
権
利
能
力
発
生
の
根
拠
に
つ
い
て
は
自
然
人
の
権
利
能
力
と
法
人
の
権
利
能
力
の
本
質
に
関
す
る
間
題
、
従
っ
て
法
人
存
在
の
実
体
に
関
す
る
問
題
と
し
て
古
く
か
ら
学
説
上
論
議
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
学
派
に
よ
れ
ば
実
在
す
る
も
の
は
個
人
の
み
で
あ
り
、
ま
た
個
人
の
み
が
権
利
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
立
場
に
立
つ
か
ら
法
人
は
擬
制
に
よ
る
個
人
た
る
存
在
と
見
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
通
説
に
よ
れ
ば
法
人
は
組
織
体
と
し
て
存
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
す
る
実
在
の
も
の
と
見
る
。
　
二
　
法
人
に
は
公
法
人
と
私
法
人
と
が
あ
る
。
公
法
人
は
私
法
入
と
同
じ
く
私
法
上
の
権
利
能
力
を
有
す
る
実
在
で
あ
る
。
私
法
人
は
そ
の
成
立
存
在
の
根
拠
が
私
法
に
基
づ
い
て
い
る
の
に
反
し
、
公
法
入
は
公
法
に
根
拠
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
法
人
も
公
法
人
も
実
定
法
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
実
在
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
公
法
人
の
う
ち
で
、
国
家
は
他
の
公
法
人
た
る
公
共
団
体
及
び
公
の
社
団
・
財
団
の
如
く
実
定
法
に
ょ
り
創
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
国
家
は
実
定
法
以
前
に
成
立
存
立
す
る
国
民
の
団
体
で
あ
っ
て
、
他
の
公
法
人
と
異
っ
た
特
異
の
存
在
で
あ
る
。
国
家
の
起
源
に
関
す
る
問
題
は
法
哲
学
上
古
来
か
ら
の
重
要
課
題
で
あ
っ
て
、
学
説
多
岐
に
わ
た
る
が
、
国
家
契
約
説
が
従
来
主
張
さ
れ
、
す
な
わ
ち
国
家
存
立
の
論
理
的
基
礎
は
国
民
の
合
意
に
あ
り
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
国
鋤
暮
に
よ
れ
ば
人
間
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
を
行
漢
す
ろ
権
利
、
す
な
わ
ち
自
ら
法
則
を
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
権
利
を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
、
人
間
は
し
ば
し
ば
自
由
と
恣
意
を
混
同
し
恣
意
的
な
自
由
に
よ
っ
て
他
人
の
自
由
を
侵
害
す
る
が
、
そ
れ
で
は
人
問
の
共
同
生
活
は
成
り
た
た
な
い
の
で
、
そ
こ
で
現
実
の
人
問
生
活
に
は
、
各
人
の
恣
意
的
自
由
を
制
限
す
る
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
共
同
生
活
を
可
能
に
す
る
の
が
法
で
あ
る
。
こ
の
法
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
関
係
が
成
立
す
る
、
と
こ
ろ
で
多
数
の
人
聞
が
法
的
関
係
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
の
法
が
強
制
を
と
も
な
っ
て
、
有
効
に
行
れ
る
た
め
に
は
単
な
る
個
人
意
思
の
上
に
位
し
て
、
こ
れ
を
規
律
統
制
す
る
総
体
意
思
が
存
在
し
、
各
人
の
権
利
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
彼
が
他
人
に
対
し
て
負
う
義
務
を
強
行
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぢ
ロ
　
こ
の
よ
う
な
総
体
意
思
は
国
家
に
お
い
て
は
じ
め
て
存
立
す
る
。
国
家
は
共
同
生
活
の
維
持
発
展
を
欲
す
る
人
間
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
人
と
同
じ
く
自
然
的
存
在
で
あ
り
、
他
の
公
法
人
の
ご
と
く
実
定
法
的
存
在
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
　
民
法
は
国
家
其
の
他
の
公
法
人
の
私
法
上
の
権
利
能
力
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
が
、
公
法
人
の
活
動
上
財
産
権
の
主
体
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
本
来
の
目
的
が
国
家
的
事
業
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
法
に
は
こ
れ
を
規
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。　
国
が
財
産
権
の
主
体
た
る
こ
と
は
国
庫
の
財
産
取
得
に
関
す
る
民
法
第
七
二
条
三
項
、
第
壬
二
九
条
二
項
、
第
九
五
九
条
の
規
定
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
他
の
公
法
人
に
関
し
て
は
規
定
し
て
い
な
い
が
ド
イ
ツ
民
法
に
も
公
法
人
の
不
法
行
為
能
力
に
関
す
る
規
定
（
八
九
条
一
項
）
は
あ
る
が
、
公
法
人
の
私
法
上
の
権
利
能
力
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
公
権
力
の
主
体
と
し
て
の
法
人
は
私
法
上
の
分
野
に
　
　
　
自
然
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格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
も
権
利
能
力
を
も
つ
が
、
し
か
し
こ
の
権
利
能
力
は
公
法
の
分
野
に
有
す
る
目
的
の
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
解
釈
は
我
国
法
で
も
理
論
上
異
な
る
理
由
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
公
法
上
の
存
立
と
活
動
の
必
要
上
当
然
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
三
　
自
然
人
の
権
利
能
力
の
本
質
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
人
た
る
人
問
と
法
入
と
の
本
質
的
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
各
学
派
、
学
説
に
よ
っ
て
見
解
を
異
に
す
る
が
、
帰
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
然
人
の
権
利
能
力
は
人
間
自
体
の
特
質
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
自
然
人
は
自
然
上
の
人
間
で
は
な
く
、
法
規
に
基
づ
き
根
拠
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
法
的
人
に
外
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
人
問
共
同
生
活
の
実
体
と
法
の
本
質
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
現
代
及
び
将
来
の
法
律
制
度
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
（
玉
）
　
ω
3
甦
象
鄭
σ
Q
o
♪
魏
○
露
琴
Φ
馨
舘
鶏
彰
翻
費
σ
q
①
二
一
〇
劉
○
β
Q
霧
簿
N
ぴ
8
ゴ
膨
9
卸
一
〇
毎
9
一
‘
o
o
●
虹
》
（
2
）
　
ド
イ
ツ
民
法
八
九
条
、
日
本
民
法
に
は
公
法
人
に
関
す
る
規
定
は
な
い
、
し
か
し
、
公
法
人
が
私
法
上
の
権
利
能
力
を
有
す
る
こ
と
は
解
釈
上
ド
イ
ツ
民
法
と
異
な
ら
な
い
。
（
3
）
　
ω
欝
く
蒔
鵠
ざ
ω
緒
る
。
富
欝
”
頃
｝
ω
●
ρ
（
4
）
　
ω
陸
拶
藁
象
p
σ
q
o
♪
帥
逼
。
P
9
朕
ρ
目
竹
　
　
　
渕
旨
器
8
0
目
戴
望
譲
な
℃
…
≦
○
諏
》
ピ
o
翻
門
び
＃
o
財
3
の
膨
欝
σ
q
g
に
o
財
o
路
閑
8
一
冒
誌
”
騎
α
。
ご
　
〔
頓
》
慧
r
〕
ρ
皿
co
一
（
5
）
　
尾
高
朝
雄
著
改
訂
法
哲
学
概
論
　
七
一
頁
。
（
6
）
　
ω
汁
聾
弱
◎
言
鴨
♪
欝
碧
P
ω
．
爲
憾
二
　
人
蘭
の
入
格
　
一
　
人
間
の
尊
厳
　
　
す
べ
て
の
人
間
は
出
生
の
尊
厳
に
よ
っ
て
権
利
義
務
の
主
体
た
る
特
質
あ
り
と
す
る
思
想
は
、
一
八
世
紀
に
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
っ
て
法
哲
学
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
は
次
第
に
自
然
法
学
に
よ
っ
て
強
調
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
自
然
法
学
の
父
と
よ
ば
れ
る
9
・
江
霧
を
始
祖
と
す
る
自
然
法
学
説
は
、
渓
餌
蓉
を
先
駆
者
と
し
、
そ
の
後
継
者
に
よ
っ
て
発
展
展
開
せ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
理
性
法
学
（
＜
震
雲
類
津
器
。
算
）
が
樹
立
せ
ら
れ
た
。
　
こ
れ
を
後
期
自
然
法
学
と
呼
ば
れ
る
。
潟
婁
栓
が
後
期
自
然
法
学
に
お
い
て
劃
期
的
地
位
を
築
い
た
の
は
、
彼
が
純
粋
理
性
批
判
に
お
い
て
従
来
の
独
断
的
形
而
上
学
の
理
論
に
対
し
、
深
刻
な
批
判
を
加
え
る
と
同
時
に
他
方
で
は
事
実
の
み
を
重
ん
じ
て
相
対
論
ま
た
は
懐
疑
論
に
お
ち
い
る
経
験
主
義
を
批
判
し
、
権
利
の
問
題
（
2
「
p
霧
蓼
一
弩
菖
が
事
実
の
問
題
（
名
8
畳
ω
鼠
・
ε
と
全
く
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必
然
の
法
則
を
超
越
し
た
尊
厳
な
理
性
的
自
由
の
根
拠
を
確
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
H
診
馨
に
よ
れ
ば
、
意
思
の
普
遍
妥
当
的
法
則
た
る
定
言
命
令
は
、
人
問
が
自
己
以
外
に
権
威
に
仰
ぐ
と
こ
ろ
の
他
立
命
令
で
は
な
く
、
人
問
が
自
己
自
身
の
中
に
見
出
す
べ
き
自
律
の
原
理
で
あ
る
。
人
は
認
識
の
領
域
に
お
い
て
自
然
界
に
法
則
を
与
え
る
立
法
者
で
あ
る
と
同
様
に
道
徳
の
世
界
に
お
い
て
も
、
自
ら
自
己
の
意
思
を
規
律
す
る
立
法
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
格
は
常
に
道
徳
律
の
創
設
者
と
し
て
の
尊
厳
性
を
も
っ
て
遇
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
い
か
な
る
場
合
に
も
他
の
目
的
の
単
な
る
方
便
と
な
り
、
奴
隷
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
定
言
命
令
は
す
す
ん
で
、
汝
は
人
を
ば
そ
れ
が
自
己
自
身
た
る
と
他
人
た
る
と
を
問
わ
ず
常
に
同
時
に
目
的
と
し
て
取
扱
い
、
決
し
て
単
な
る
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
と
が
な
い
よ
う
に
行
動
せ
よ
と
命
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
汽
窪
げ
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
…
マ
の
昔
か
ら
人
類
の
不
断
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
理
想
と
し
て
も
と
め
て
き
た
と
こ
ろ
の
人
間
性
の
尊
厳
を
解
明
し
理
想
の
光
は
炬
火
の
ご
と
く
人
類
の
上
に
輝
き
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
人
類
に
対
す
る
永
遠
の
光
明
で
あ
り
、
渓
き
げ
の
学
問
上
に
お
け
る
不
滅
の
功
業
で
あ
る
。
　
汽
p
客
の
理
想
主
義
哲
学
は
一
九
世
紀
の
末
葉
か
ら
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
い
た
っ
て
、
法
哲
学
界
に
お
い
て
再
び
高
揚
発
展
せ
ら
れ
て
新
カ
ン
ト
派
の
学
説
が
生
ま
れ
て
、
事
実
に
対
す
る
理
想
の
尊
厳
と
存
在
に
対
す
る
当
為
（
ω
色
費
、
）
の
権
威
が
確
立
さ
れ
た
。
　
国
欝
げ
の
理
想
哲
学
を
継
承
し
、
か
つ
法
哲
学
的
思
索
に
お
い
て
渓
欝
纂
を
超
え
て
問
題
を
解
決
し
た
と
い
わ
れ
る
司
周
帥
。
・
，
は
、
そ
の
哲
学
的
法
律
論
に
お
い
て
、
人
格
者
の
尊
厳
の
概
念
を
提
唱
し
、
類
㊤
暮
の
定
言
命
令
の
内
容
に
一
層
明
確
な
精
神
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
津
奮
は
自
然
の
法
則
に
対
し
て
自
由
の
法
則
の
特
性
を
説
明
し
、
す
べ
て
の
人
間
の
尊
厳
の
絶
体
的
平
等
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
団
は
①
ω
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
人
問
と
交
り
、
人
問
を
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
の
規
則
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
自
由
の
内
部
的
規
則
は
、
相
反
す
る
カ
の
抗
争
を
顧
慮
せ
ず
、
だ
れ
が
カ
の
対
抗
に
お
い
て
勝
者
で
あ
ろ
う
か
を
規
定
し
な
い
。
カ
と
強
制
と
は
自
然
の
法
則
で
あ
る
。
ま
さ
に
自
然
の
法
則
に
矛
盾
す
る
自
由
の
法
則
は
、
単
に
理
性
者
に
向
っ
て
語
り
、
理
性
者
が
い
か
に
し
て
、
そ
の
自
由
に
お
い
て
相
互
に
他
を
取
り
扱
う
べ
巷
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
み
顧
慮
す
る
。
自
然
に
お
い
て
妥
当
す
る
カ
の
平
等
（
箒
9
爵
夢
簿
α
魯
○
睾
葺
）
の
代
り
に
自
由
に
と
っ
て
人
格
者
の
平
等
（
島
。
○
巨
・
夢
葺
創
角
蒙
拳
8
窪
）
が
唯
一
の
法
則
と
な
る
。
し
か
る
に
こ
の
法
則
は
、
そ
の
行
為
が
意
思
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
理
性
者
に
対
し
て
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
意
欲
の
法
則
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
意
思
は
目
的
に
従
っ
て
活
動
す
る
。
そ
れ
故
、
人
格
者
の
平
等
は
理
性
的
意
思
に
と
っ
て
は
、
自
由
法
則
が
そ
の
目
的
を
定
め
る
に
あ
た
り
則
る
ぺ
き
唯
｝
の
最
高
法
則
で
あ
る
。
こ
の
法
則
に
よ
り
人
間
の
共
同
態
は
｝
切
の
自
然
の
共
同
態
か
ら
挙
揚
さ
れ
、
そ
こ
で
各
個
の
人
問
に
人
格
的
尊
厳
が
必
然
に
帰
す
る
と
こ
ろ
の
独
自
の
自
由
の
世
界
と
し
て
の
み
見
ら
れ
る
に
い
　
　
　
　
　
（
4
）
た
る
の
で
あ
る
。
　
法
に
関
す
る
哲
学
的
思
索
の
歴
史
は
自
然
法
の
概
念
を
中
軸
と
し
て
展
開
発
展
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
現
代
に
お
け
る
多
く
の
法
学
説
に
お
い
て
も
、
自
然
法
の
思
想
た
る
人
問
の
尊
厳
は
法
哲
学
上
不
動
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣
言
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
後
に
い
た
り
各
国
の
法
制
に
お
い
て
、
古
代
か
ら
人
類
が
理
想
と
し
て
、
も
と
め
て
き
た
と
こ
ろ
の
人
間
の
尊
厳
は
法
哲
学
上
の
概
念
か
ら
法
規
範
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
　
法
律
哲
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
問
に
人
間
性
を
発
見
し
、
人
間
性
は
尊
厳
を
有
し
、
か
つ
そ
れ
自
ら
が
目
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
入
格
的
尊
厳
で
あ
る
。
人
格
的
尊
厳
は
大
小
の
比
較
を
許
さ
な
い
。
単
に
平
等
の
関
係
（
9
昏
夢
簿
）
の
み
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
人
格
的
尊
厳
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
主
体
が
人
格
と
解
せ
ら
れ
る
。
人
間
性
は
人
間
が
人
間
と
し
て
の
特
質
で
あ
っ
て
、
人
間
の
生
物
的
存
在
と
し
て
の
特
徴
で
は
な
い
。
人
問
が
社
会
的
共
同
生
活
を
営
む
も
の
と
し
て
の
人
問
存
在
の
す
が
た
を
特
に
顕
著
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
人
間
自
体
に
特
有
す
る
性
格
を
現
す
概
念
で
あ
る
。
尊
厳
な
る
人
間
性
の
主
体
た
る
人
格
を
実
践
哲
学
的
に
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
は
倫
理
学
的
意
義
に
お
け
る
人
格
と
法
理
学
的
意
義
に
お
け
る
人
格
と
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
倫
理
的
人
格
は
人
間
の
生
活
に
お
け
る
内
面
的
方
向
に
そ
う
て
成
立
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
と
も
に
原
理
的
に
は
社
会
生
活
を
基
盤
と
し
て
成
立
す
る
人
間
の
性
格
の
一
面
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
法
的
人
格
は
人
間
が
法
的
規
範
の
支
配
の
も
と
に
社
会
生
活
を
営
む
と
こ
ろ
の
人
間
自
体
に
特
有
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
性
格
か
ら
生
ま
れ
る
尊
厳
の
主
体
と
解
す
る
。
こ
の
尊
厳
の
主
体
が
権
利
能
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
　
二
　
法
規
範
と
人
間
の
尊
厳
　
　
人
間
の
尊
厳
は
ギ
リ
シ
ャ
、
・
ー
マ
の
昔
か
ら
人
類
の
永
遠
の
高
い
理
想
と
し
て
宗
教
に
お
い
て
、
又
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
倫
理
学
的
哲
学
に
お
い
て
幾
千
年
に
わ
た
る
中
心
課
題
と
し
て
発
見
と
実
現
に
つ
と
め
て
来
た
が
、
文
化
の
進
展
と
学
問
の
発
達
は
漸
く
入
類
に
光
．
明
を
も
た
ら
し
、
人
問
の
尊
厳
が
法
的
に
確
認
せ
ら
れ
た
の
は
、
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
間
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
で
あ
る
。
そ
の
第
一
条
は
、
人
間
は
自
由
か
つ
権
利
に
お
い
て
平
等
な
も
の
と
し
て
出
生
し
、
か
つ
踏
み
と
ど
ま
る
と
規
定
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
こ
の
い
わ
ゆ
る
人
権
宣
言
は
人
問
の
尊
厳
を
確
認
し
、
か
つ
こ
れ
を
尊
重
す
ぺ
き
こ
と
を
法
的
確
信
と
し
て
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
一
九
四
八
年
の
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
に
お
い
て
人
間
の
尊
厳
と
自
由
か
つ
平
等
に
関
し
て
全
人
類
の
た
め
に
不
朽
不
変
の
原
　
　
　
　
　
　
（
8
）
則
が
確
立
さ
れ
た
。
人
間
の
尊
厳
が
宗
教
な
い
し
倫
理
学
・
哲
学
上
の
観
念
か
ら
法
的
確
信
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
法
文
化
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
　
人
問
の
尊
厳
は
法
的
に
は
基
本
的
人
権
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
基
本
的
人
権
は
自
然
権
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
民
と
し
て
の
権
利
で
あ
る
よ
り
も
、
人
間
自
体
の
固
有
す
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
自
然
法
上
の
思
想
は
一
八
世
紀
以
後
に
お
い
て
各
国
法
制
に
よ
っ
て
承
認
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
法
制
の
成
立
過
程
を
見
る
に
、
劃
期
的
か
つ
最
初
の
も
の
と
し
て
一
七
七
六
年
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ヤ
権
利
章
典
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ヤ
憲
法
は
同
年
六
月
の
権
利
章
典
と
政
治
組
織
か
ら
成
立
す
る
も
の
で
、
他
の
ア
メ
リ
ヵ
植
民
地
に
お
け
る
憲
法
制
定
の
機
運
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
尊
厳
が
は
じ
め
て
憲
法
の
規
定
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
し
て
最
も
注
霞
さ
れ
る
。
権
利
章
典
は
一
乃
至
一
六
の
規
定
か
ら
成
立
し
、
そ
の
一
に
お
い
て
、
人
々
は
す
べ
て
生
来
ひ
と
し
く
自
由
か
つ
独
立
で
あ
り
、
｝
定
の
生
れ
な
が
ら
の
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
人
々
が
社
会
状
態
に
は
い
る
よ
う
に
な
る
場
合
に
も
、
ど
の
よ
う
な
契
約
に
よ
っ
て
も
彼
等
の
子
孫
か
ら
奪
い
去
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
権
利
と
は
、
す
な
わ
ち
財
産
を
取
得
、
所
有
し
、
幸
福
と
安
全
を
追
及
お
よ
び
獲
得
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
命
と
自
由
を
亭
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
七
八
九
年
に
制
定
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ヤ
な
ど
の
州
憲
法
に
見
る
よ
う
な
権
利
章
典
に
関
す
る
条
章
は
存
在
し
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
精
神
は
尊
重
せ
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
権
利
章
典
に
含
ま
れ
る
よ
う
な
規
定
が
所
々
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
人
身
保
護
令
状
の
特
権
の
停
止
に
対
す
る
禁
止
や
権
利
鋼
奪
法
と
遡
及
効
あ
る
刑
罰
法
制
定
に
対
す
る
禁
止
等
の
規
定
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
未
だ
人
権
の
保
障
が
十
分
で
な
い
と
し
て
、
制
定
当
時
多
く
の
批
判
が
あ
り
、
そ
の
修
正
要
求
が
非
常
に
強
ま
っ
た
の
で
、
連
邦
主
義
者
の
指
導
者
た
ち
は
新
政
府
が
成
立
し
た
後
に
お
い
て
直
ち
に
修
正
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
と
い
う
保
障
を
与
え
て
、
漸
く
諸
州
の
憲
法
議
会
に
よ
っ
て
批
准
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
一
七
九
一
年
に
い
た
り
、
合
衆
国
憲
法
の
権
利
章
典
と
よ
ば
れ
憲
法
修
正
第
一
条
乃
至
第
一
〇
条
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
宗
教
．
言
論
・
出
版
．
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
の
自
由
お
よ
び
諸
請
願
の
保
障
が
定
め
ら
れ
た
。
　
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
、
殊
に
第
二
次
世
界
戦
争
を
経
て
人
間
尊
重
の
思
想
は
、
多
く
の
文
化
国
家
に
お
い
て
普
遍
的
に
一
般
的
法
的
確
信
の
域
に
ま
で
到
達
し
、
各
国
憲
法
は
い
づ
れ
も
人
間
の
尊
厳
も
し
く
は
人
権
尊
重
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
例
え
ば
一
九
二
四
年
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
同
盟
憲
法
、
一
九
四
六
年
の
イ
タ
リ
ヤ
共
和
国
憲
法
と
同
年
の
フ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鐙
）
ス
共
和
国
憲
法
、
一
九
四
九
年
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
な
ど
に
お
い
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法
は
一
七
八
九
年
の
人
間
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
を
確
認
し
た
も
の
で
、
憲
法
前
文
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
間
は
人
種
・
宗
教
・
信
条
の
別
な
く
譲
渡
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
神
聖
な
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
憲
法
も
ま
た
各
国
憲
法
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
）
同
様
に
、
基
本
的
人
権
が
天
賦
の
人
間
固
有
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
三
　
人
格
者
（
頴
蕊
豊
）
の
概
念
と
人
格
（
評
拳
曾
ぎ
鼻
簿
）
の
概
念
　
　
人
格
者
の
概
念
と
人
格
の
概
念
は
法
律
哲
学
的
に
思
惟
せ
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
東
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
が
、
倫
理
学
・
心
理
学
・
社
会
学
そ
の
他
の
人
文
科
学
に
お
い
て
学
問
上
の
用
語
と
し
て
普
通
的
か
っ
基
礎
的
概
念
を
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
っ
の
概
念
は
学
間
上
、
研
究
上
の
用
語
と
し
て
、
混
同
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ロ
リ
、
ま
た
こ
の
二
概
念
の
差
別
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
差
異
に
理
論
的
重
要
性
を
置
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
も
と
よ
り
或
る
学
問
的
立
場
で
用
い
ら
れ
る
人
格
者
と
人
格
の
概
念
が
、
他
の
学
間
的
立
場
に
お
け
る
も
の
と
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
す
べ
て
の
学
問
的
立
場
に
お
い
て
共
通
の
同
一
内
容
の
概
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
論
上
の
根
拠
が
あ
る
も
の
で
も
な
い
が
、
人
間
の
本
質
を
研
究
の
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
相
互
に
密
接
に
関
連
あ
る
諸
学
問
の
研
究
に
お
い
て
、
概
念
混
同
か
ら
生
ず
る
不
正
確
さ
を
除
く
こ
と
は
有
益
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
人
と
人
格
を
概
念
的
に
区
別
す
る
こ
と
は
、
そ
の
用
語
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
内
容
を
強
調
す
る
意
味
に
お
い
て
、
人
格
の
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
≦
。
。
，
叶
。
目
糞
斜
．
、
質
に
よ
る
と
、
人
間
の
最
上
の
幸
福
は
人
格
の
み
で
あ
る
と
い
う
の
。
①
跨
。
の
言
葉
を
人
と
人
格
の
区
別
に
つ
い
て
、
人
格
の
意
味
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
社
会
的
現
実
を
観
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ
す
る
な
ら
、
人
間
の
外
面
的
作
用
か
ら
見
て
、
人
と
人
格
の
区
別
は
可
能
で
あ
る
。
　
法
概
念
と
し
て
の
人
（
譲
話
8
）
と
は
権
利
の
主
体
た
る
人
問
で
あ
り
、
人
格
（
勺
．
触
．
α
囲
、
浮
三
ハ
。
5
は
権
利
の
主
体
た
る
人
間
の
特
質
を
意
昧
す
る
。
国
嘗
①
・
8
霊
ω
に
よ
れ
ば
、
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
人
の
利
益
の
満
足
に
役
立
っ
法
的
の
カ
と
し
て
の
権
利
の
概
念
は
、
こ
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
主
体
、
す
な
わ
ち
権
利
主
体
で
あ
っ
て
、
法
律
用
語
に
お
い
て
同
意
義
で
あ
る
と
こ
ろ
の
人
（
田
湊
8
）
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
格
（
弓
段
磐
忌
9
ぎ
δ
は
権
利
で
は
な
く
、
人
の
法
的
特
質
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
権
利
義
務
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
権
利
能
力
（
寄
。
房
鋏
笹
磐
魯
）
と
同
じ
意
殊
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
権
利
能
力
は
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
利
義
務
の
主
体
と
な
り
得
る
と
こ
ろ
の
人
の
特
質
で
あ
る
。
　
人
と
人
格
の
区
別
は
、
概
念
と
名
称
の
問
題
と
し
て
こ
れ
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
と
き
、
こ
れ
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
古
代
導
！
マ
人
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
鷺
凄
・
墜
と
い
う
語
は
近
代
の
法
学
者
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
、
人
格
者
（
零
霧
8
）
な
る
概
念
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
人
間
に
つ
い
て
需
塞
。
欝
｝
ω
3
汁
霧
”
。
署
暮
の
三
語
が
用
い
ら
れ
、
法
学
的
に
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
て
い
た
。
　
慧
誘
・
墨
は
も
と
演
劇
に
用
い
ら
れ
る
陶
器
又
は
木
彫
の
仮
面
を
意
味
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
転
化
し
て
自
然
の
人
間
（
ぎ
ヨ
・
）
と
同
意
義
と
し
て
用
い
ら
れ
る
慣
例
を
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
何
ら
か
の
特
殊
の
役
割
又
は
そ
れ
を
演
ず
る
人
物
を
意
味
し
た
語
が
、
単
に
自
然
の
人
閲
を
指
称
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
・
・
汁
暮
霧
は
人
間
の
自
由
な
る
地
位
又
は
市
民
た
る
地
位
を
意
味
し
、
。
署
客
は
自
由
権
と
市
民
権
を
有
し
か
つ
家
族
権
を
備
え
た
入
間
を
意
味
し
た
。
・
…
マ
人
は
家
族
制
度
を
採
用
し
て
い
た
か
ら
、
家
の
観
念
を
重
視
し
、
一
家
の
一
員
と
し
て
の
権
利
を
有
し
、
義
務
に
服
す
る
権
能
は
人
間
の
重
要
な
資
格
と
見
ら
れ
そ
の
権
能
を
家
族
権
と
称
し
た
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
古
代
の
ロ
…
マ
の
法
的
生
活
に
お
け
る
需
拳
・
蓼
は
自
然
の
人
問
自
体
で
あ
り
、
。
ε
暮
は
人
間
自
体
に
あ
ら
ず
し
て
人
間
の
資
格
、
す
な
わ
ち
現
代
の
法
学
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
け
る
人
格
（
淳
拳
9
ぎ
爵
。
5
に
類
似
す
る
概
念
を
意
味
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
　
　
（
玉
）
　
費
冒
O
o
8
讐
甲
譲
ξ
マ
タ
δ
罵
酒
冒
①
算
σ
9
財
傷
o
ω
膨
辞
α
登
9
に
o
び
Φ
p
男
o
o
洋
”
罰
阜
ど
一
題
》
鼠
ご
9
嚢
c
o
｝
　
　
　
　
　
　
oo
叶
騨
鐸
象
⇒
σ
q
①
さ
図
○
導
露
○
一
翼
霧
N
g
巨
廓
宥
σ
q
①
二
8
財
○
β
O
o
ω
暮
N
び
q
o
ダ
師
倉
　
ご
　
δ
》
縁
r
9
轟
ご
　
　
　
　
　
　
留
く
お
身
”
oo
場
8
露
3
。
。
一
さ
暮
蒔
魯
霧
巨
警
霧
寄
。
算
9
騨
α
．
頃
”
鉾
ρ
　
　
　
（
2
）
　
恒
藤
恭
著
、
法
学
論
叢
「
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
自
然
法
学
批
判
に
つ
い
て
」
九
九
六
頁
　
普
通
に
グ
ロ
チ
ウ
ス
を
自
然
法
学
の
父
と
呼
び
　
　
　
カ
ン
ト
を
先
駆
者
と
す
る
一
群
の
学
者
を
理
性
法
学
と
し
、
自
然
法
学
に
対
立
さ
れ
る
学
者
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
自
然
法
学
に
属
せ
し
め
て
い
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
東
洋
法
　
学
る
。
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
（
7
）
人
問
は
自
由
か
つ
権
利
に
お
い
て
平
等
な
も
の
と
し
て
出
生
し
、
け
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
8
）
（
9
）
（
の
）
（
員
）
（
珍
）
（
B
）
（
処
）
（
β
）
七
〇
い
書
α
Q
9
》
一
寅
○
彰
魚
蓉
拷
8
0
芦
　
お
凱
9
窃
》
O
o
霧
び
篶
σ
登
“
型
馨
α
○
算
窪
”
G
8
0Q
●
切
ρ
尾
高
朝
雄
著
　
法
哲
学
概
論
　
六
九
頁
恒
藤
恭
著
法
学
論
叢
、
五
巻
二
号
、
四
七
頁
恒
藤
恭
著
　
法
学
論
叢
、
五
巻
二
号
、
四
〇
頁
恒
藤
恭
著
　
法
的
人
格
者
の
理
論
　
三
四
頁
人
問
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
第
一
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
、
ふ
み
と
ど
ま
る
。
社
会
的
差
別
は
共
同
の
利
益
の
上
に
の
み
、
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
の
憲
法
　
大
沢
章
編
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
書
第
一
条
9
二
響
。
暮
o。
葱
。
。
ぎ
さ
》
欝
魯
・
馨
0
9
観
ω
藻
暮
ご
巨
ご
9
鉱
・
℃
囲
蓉
3
G
冶
知
轟
轟
♪
ソ
ヴ
エ
ー
ト
社
会
主
義
同
盟
憲
法
　
　
第
ニ
ニ
条
イ
タ
リ
ヤ
共
和
国
憲
法
　
　
第
二
条
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法
　
　
前
文
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
　
　
第
一
条
臼
本
国
憲
法
　
第
一
条
麟
α
箆
の
び
窯
欝
暮
二
一
9
0
甕
α
冒
鉱
馨
諮
・
プ
o
男
。
諾
○
コ
む
○
題
ω
●
朗
タδ
。。
な
同
露
象
ぎ
矯
弓
o
拳
○
⇒
q
p
創
浮
湊
9
一
一
9
ぎ
一
伸
餌
誌
≦
・
箕
陣
鷺
N
ぞ
簿
・
9
び
む
蝋
舗
もo
」
c
o
｝
海
召
0
8
・
毒
。
っ
i
譲
な
一
マ
／
ぐ
○
駕
許
欝
欝
○
●
ω
い
潟
ざ
末
松
謙
澄
訳
　
ユ
ス
チ
ニ
ァ
ー
ヌ
ス
帝
欽
定
羅
馬
法
学
提
要
一
一
頁
恒
藤
恭
著
　
法
的
人
格
者
の
理
論
　
一
二
、
ご
二
頁
設
三
　
権
利
能
力
と
人
格
権
　
瞬
　
権
利
能
力
と
人
格
権
は
共
に
、
入
格
保
護
の
臼
的
よ
り
、
法
制
度
上
に
認
め
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
権
利
能
力
は
人
の
権
利
主
体
性
を
保
障
し
、
人
格
権
は
権
利
主
体
の
入
格
的
利
益
の
保
障
を
属
的
と
し
て
い
る
。
　
法
は
人
を
権
利
主
体
と
し
て
承
認
す
る
以
外
に
、
人
の
保
障
と
し
て
、
不
法
行
為
制
度
上
人
格
権
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
人
の
全
生
活
分
野
を
絶
体
的
な
法
的
利
益
と
し
て
保
護
す
る
包
括
的
保
護
規
定
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
保
護
対
象
は
人
の
一
定
の
利
益
、
す
な
わ
ち
生
命
、
健
康
、
自
由
、
身
体
に
す
ぎ
な
い
。
更
に
、
人
の
全
生
活
分
野
の
保
護
と
し
て
｝
般
的
人
格
権
の
承
認
が
問
題
と
な
る
。
　
人
格
の
概
念
を
人
の
権
利
能
力
よ
り
以
上
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
人
格
に
っ
い
て
の
権
利
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
人
格
は
権
利
能
力
を
そ
の
中
に
包
含
す
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
理
性
を
有
し
、
自
律
の
能
力
あ
る
存
在
と
し
て
の
人
は
法
的
利
益
と
し
て
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
種
々
の
特
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
法
的
意
味
の
人
は
権
利
能
力
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
常
に
権
利
を
持
ち
、
又
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
存
在
で
あ
る
。
　
人
格
が
そ
の
様
に
解
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
よ
り
人
間
に
と
っ
て
統
一
的
、
生
得
的
、
本
来
的
の
一
っ
の
権
利
が
存
立
す
る
一
般
的
人
格
権
の
思
想
に
至
る
に
ち
が
い
な
い
。
何
故
な
ら
、
権
利
能
力
が
人
間
の
本
質
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
如
く
、
一
般
的
人
格
権
も
人
問
の
　
　
　
自
然
人
の
人
納
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
本
性
に
根
拠
を
も
っ
の
で
あ
る
。
個
人
の
特
性
に
基
づ
い
て
人
格
権
は
、
理
性
あ
る
自
由
行
動
的
な
存
在
の
価
値
を
維
持
す
る
権
利
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
人
格
そ
の
も
の
の
中
に
存
し
、
そ
の
主
体
の
個
性
と
不
可
分
に
結
合
す
る
生
活
利
益
を
そ
の
保
護
の
下
に
お
く
権
利
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
　
人
格
権
の
主
体
は
理
性
を
有
し
自
律
能
力
あ
る
人
間
で
あ
る
。
客
体
は
人
間
に
そ
の
本
性
に
よ
り
内
在
す
る
利
益
の
総
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
の
本
質
に
よ
り
入
と
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
定
の
個
人
に
何
ら
関
係
の
な
い
物
的
利
益
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
利
益
は
総
体
的
人
格
状
態
の
一
部
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
人
格
的
利
益
と
呼
ぼ
う
と
、
又
は
一
般
的
人
格
権
の
一
部
の
権
利
と
し
て
人
格
権
と
呼
ぼ
う
と
無
関
係
で
あ
る
。
個
々
の
場
合
に
は
常
に
人
格
権
の
特
別
の
保
護
対
象
で
あ
る
こ
れ
ら
の
利
益
の
中
の
各
々
の
も
の
の
み
が
侵
害
さ
れ
る
か
ら
、
一
般
的
人
格
権
は
多
く
の
特
別
の
個
別
権
に
分
れ
る
。
個
々
の
権
利
の
侵
害
は
常
に
一
般
的
人
格
権
の
侵
害
で
も
あ
る
。
実
際
こ
の
個
別
権
は
一
般
的
人
格
権
の
表
現
形
式
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
如
く
、
総
体
権
の
特
有
の
性
質
を
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）
放
棄
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
観
念
は
、
特
に
近
世
自
然
法
の
影
響
の
下
に
、
法
律
上
の
明
確
な
観
念
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
も
、
身
体
、
自
由
、
名
誉
等
の
侵
害
に
対
し
、
イ
ン
ユ
リ
ア
訴
権
、
ア
キ
リ
ァ
訴
権
を
認
め
、
人
格
権
の
実
質
的
観
念
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
独
立
の
人
格
権
を
認
め
る
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、
人
格
権
が
法
律
上
の
観
念
と
さ
れ
た
の
は
、
．
○
増
・
鉱
煽
ω
に
始
ま
る
自
然
法
学
派
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
法
学
派
は
、
生
命
権
、
自
由
権
等
の
人
格
的
利
益
を
目
的
と
す
る
権
利
は
、
天
然
自
由
に
生
得
せ
る
天
賦
の
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
利
と
し
、
人
類
の
基
本
権
又
は
人
権
と
い
い
、
一
九
世
紀
に
至
り
人
格
権
の
観
念
は
更
に
強
調
さ
れ
た
。
　
民
法
に
規
定
さ
れ
る
権
利
能
力
は
、
人
間
に
結
合
し
社
会
的
地
位
や
人
間
の
性
格
や
、
行
為
能
力
、
意
思
能
力
に
結
合
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
民
法
の
基
本
原
則
は
一
般
的
な
人
権
の
具
体
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
永
い
発
展
の
結
果
で
あ
り
、
特
に
自
然
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
思
想
と
哲
学
的
理
想
主
義
の
成
果
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
一
般
的
権
利
能
力
の
私
法
に
於
け
る
承
認
は
一
八
世
紀
の
ド
イ
ッ
法
哲
学
の
成
果
で
あ
り
、
民
鈴
馨
の
影
響
の
下
に
は
じ
め
て
人
間
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
】
般
的
権
利
能
力
の
概
念
が
私
法
典
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
民
法
で
あ
る
。
　
法
は
人
問
の
た
め
に
存
す
る
。
人
問
は
法
の
前
面
に
現
れ
る
。
法
は
人
問
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
法
は
ま
づ
個
人
に
一
般
的
に
権
利
を
有
し
、
取
得
し
、
そ
れ
を
処
分
す
る
可
能
性
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
法
は
人
間
に
法
入
格
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
法
人
格
の
概
念
は
広
く
解
し
て
、
権
利
能
力
並
び
に
行
為
能
力
を
包
括
し
て
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
法
は
個
人
に
そ
の
本
質
に
従
っ
て
、
一
定
の
自
由
と
権
利
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
人
権
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
自
由
と
そ
の
発
展
を
一
定
の
人
間
の
自
然
の
性
質
に
適
し
た
関
係
で
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
こ
の
二
つ
の
要
求
は
同
一
の
基
礎
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
人
間
の
尊
厳
で
あ
る
。
　
二
　
法
的
人
格
の
概
念
は
ド
イ
ッ
私
法
教
義
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
に
権
利
に
つ
い
て
の
理
論
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
権
利
を
、
そ
の
利
益
に
従
っ
て
、
行
使
す
る
た
め
に
法
規
に
ょ
り
個
入
に
与
え
ら
れ
た
カ
で
あ
る
と
解
す
る
場
合
は
、
こ
の
概
念
は
、
こ
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
る
カ
が
帰
属
し
、
そ
の
作
用
を
な
す
主
体
が
存
在
す
る
こ
と
を
含
む
の
で
あ
る
。
こ
の
主
体
は
法
的
入
格
の
中
に
見
い
出
さ
れ
る
。
法
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
人
間
の
利
益
の
亭
受
の
た
め
の
カ
と
し
て
の
権
利
の
概
念
は
そ
の
カ
が
与
え
ら
れ
る
主
体
、
す
な
わ
ち
権
利
主
体
を
前
提
と
す
る
。
従
っ
て
法
的
人
格
の
本
質
は
、
権
利
義
務
を
有
す
る
能
力
の
点
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
権
利
能
力
と
同
一
で
あ
り
、
法
に
よ
り
人
間
に
与
え
ら
れ
た
性
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
法
的
意
味
の
人
は
権
利
能
力
を
有
す
る
人
間
で
あ
る
。
民
法
一
条
に
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
よ
り
こ
の
性
質
は
国
籍
に
関
係
せ
ず
、
す
べ
て
の
人
問
に
与
え
ら
れ
る
。
人
問
は
出
生
の
完
了
に
よ
り
、
こ
れ
を
取
得
し
、
死
亡
迄
保
有
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
三
　
権
利
理
論
の
歴
史
は
自
然
法
学
説
の
拾
頭
の
時
に
ま
で
遡
り
得
る
に
と
ど
ま
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
自
由
は
他
入
の
自
由
と
共
存
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
ノ
る
限
り
で
、
個
々
の
本
来
す
べ
て
の
人
間
に
人
間
と
し
て
帰
属
す
る
権
利
で
あ
る
」
と
表
現
さ
れ
る
如
く
、
権
利
を
自
由
権
と
し
て
理
解
さ
れ
た
が
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
は
一
九
世
紀
に
お
い
て
、
留
く
お
囲
曙
に
よ
り
こ
の
古
典
的
表
現
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の
出
発
は
法
的
に
規
制
さ
れ
た
生
活
関
係
と
し
て
の
法
律
関
係
の
概
念
で
あ
る
が
、
も
。
還
お
、
蔓
は
た
し
か
に
、
こ
の
法
律
関
係
を
自
己
特
有
の
言
葉
で
有
機
体
と
し
て
表
し
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
自
然
法
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
し
、
もQ
碧
、
陣
鵯
》
の
場
合
に
も
自
由
の
観
点
の
下
に
権
利
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
権
利
の
責
務
は
自
由
の
範
囲
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
り
、
権
利
の
本
質
は
個
人
の
意
思
に
、
他
人
の
意
思
と
は
独
立
に
支
配
す
る
領
域
が
与
え
ら
れ
る
点
に
存
す
る
。
従
っ
て
、
人
も
権
利
能
力
と
し
て
理
解
さ
れ
、
哲
学
的
な
人
概
念
と
密
接
に
関
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
し
、
oo
ρ
≦
磐
図
は
こ
の
人
概
念
を
人
間
の
結
合
体
へ
の
移
行
を
承
認
し
難
い
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
　
彼
が
法
人
擬
制
説
を
採
っ
た
の
も
こ
の
理
由
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
権
利
主
体
の
観
念
は
一
般
的
権
利
能
力
の
観
念
と
一
致
す
る
か
ら
権
利
観
念
の
如
何
に
よ
り
定
ま
る
。
権
利
に
関
し
て
意
思
説
を
採
る
者
は
意
思
の
主
体
で
な
け
れ
ば
権
利
主
体
と
な
す
こ
と
渉
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
前
提
を
承
認
す
る
結
果
と
し
て
、
法
人
を
意
思
の
主
体
と
す
れ
ば
そ
の
人
格
は
実
在
と
な
り
、
之
を
意
思
の
主
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
で
な
い
と
す
れ
ば
立
法
的
擬
制
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑫
）
　
四
　
権
利
能
力
は
法
的
意
味
の
人
を
表
し
、
こ
の
場
合
の
人
格
は
人
格
者
の
意
味
で
あ
る
。
人
格
者
　
（
勺
。
触
ω
窪
）
　
の
概
念
と
入
格
（
㌣
轟
9
誓
蔓
簿
）
の
概
念
と
は
、
一
は
主
体
を
意
味
し
、
他
は
主
体
の
有
す
る
性
格
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
互
に
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
法
的
人
格
者
の
理
論
は
、
近
代
的
思
惟
の
所
産
で
あ
り
、
一
七
、
一
八
世
紀
の
自
然
法
学
者
に
よ
り
先
づ
展
開
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）
自
然
権
の
主
体
と
し
て
の
人
格
者
の
概
念
が
、
近
代
的
自
然
法
学
説
に
と
っ
て
重
要
な
理
論
を
な
し
た
。
更
に
譲
鍔
梓
の
影
響
の
下
に
、
一
般
的
権
利
能
力
の
概
念
が
は
じ
め
て
私
法
法
典
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
H
雰
暮
は
市
民
社
会
に
お
け
る
、
一
般
的
権
利
能
力
を
宣
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）
し
た
。
彼
は
人
間
の
法
的
地
位
を
自
由
と
い
う
自
然
の
（
生
得
の
）
権
利
と
他
の
権
利
を
取
得
す
る
能
力
を
以
っ
て
根
拠
づ
け
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
歴
史
法
学
派
に
属
す
る
ω
雪
酋
蔓
は
、
自
然
法
学
者
が
実
定
法
を
超
越
す
る
立
場
か
ら
法
的
人
格
者
の
理
論
を
構
成
し
た
の
に
反
し
、
実
定
法
の
立
場
か
ら
法
的
人
格
者
の
理
論
を
構
成
し
た
し
、
実
定
法
の
立
場
か
ら
法
的
人
格
者
の
本
質
を
把
握
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
五
　
今
日
の
法
に
と
っ
て
は
、
法
的
意
味
に
お
け
る
人
は
人
間
と
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
人
問
は
人
よ
り
生
ま
れ
出
た
す
べ
て
の
生
命
体
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
人
間
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
り
人
間
の
概
念
の
こ
の
よ
う
な
内
容
決
定
は
色
々
の
意
味
で
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
ま
づ
、
価
値
評
価
の
点
で
は
、
人
間
と
い
う
点
に
人
と
し
て
の
す
べ
て
の
特
徴
が
包
含
さ
れ
、
さ
ら
に
人
間
に
由
来
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
人
と
し
て
の
保
護
と
利
益
を
亭
受
す
る
た
め
に
、
一
般
的
普
遍
的
な
概
念
を
見
い
出
、
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
一
般
的
に
妥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
矯
）
当
し
う
る
概
念
が
決
め
ら
れ
、
充
足
す
べ
き
要
件
が
減
少
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
、
人
の
保
護
が
十
分
と
な
る
。
　
こ
の
如
く
入
の
概
念
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
法
に
お
け
る
人
の
価
億
を
表
し
、
入
の
保
護
と
そ
の
促
進
は
正
義
理
念
の
具
体
化
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
法
規
が
存
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
人
の
価
値
を
認
め
、
こ
れ
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
人
を
法
的
人
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
承
認
は
人
間
の
権
利
能
力
の
承
認
で
あ
る
。
権
利
能
力
の
意
味
を
低
く
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
社
套
生
活
に
人
問
が
参
与
す
る
た
め
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
件
で
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
　
　
東
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
あ
る
。
そ
れ
な
し
に
は
人
間
は
法
律
上
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
権
利
能
力
の
否
定
は
人
の
否
定
を
意
味
し
、
人
間
を
保
護
な
き
も
の
と
す
る
。
そ
れ
は
殺
人
を
無
罪
と
し
、
奴
隷
制
度
又
は
そ
の
他
の
法
感
情
に
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
娼
）
法
制
度
に
至
り
、
せ
い
ぜ
い
わ
ず
か
な
保
護
対
象
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
人
間
と
権
利
能
力
の
同
一
視
は
民
法
に
お
い
て
は
明
瞭
に
述
ぺ
て
い
な
い
。
一
般
に
人
間
は
権
利
能
力
を
有
す
と
い
う
原
則
は
な
い
。
民
法
一
条
は
そ
の
始
期
を
規
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
人
間
の
権
利
能
力
は
自
明
の
も
と
し
て
前
提
し
て
い
る
。
そ
こ
で
人
を
表
す
人
間
の
権
利
能
力
の
規
定
は
、
法
の
以
前
に
ま
た
は
法
の
外
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
人
間
を
そ
の
尊
厳
（
≦
鎧
冠
伽
。
）
に
お
い
て
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
間
に
由
来
す
る
す
べ
て
の
生
命
体
が
権
利
能
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
人
間
と
権
利
能
力
の
抽
象
的
同
一
と
い
う
こ
と
か
ら
権
利
能
力
は
死
亡
と
共
に
終
り
、
そ
れ
は
侵
害
も
剰
奪
も
出
来
ず
、
又
そ
の
他
の
何
ら
の
理
由
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
ら
も
失
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
結
果
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
　
人
間
と
い
う
事
実
に
権
利
能
力
と
い
う
法
効
果
が
結
果
す
る
こ
の
人
間
の
権
利
能
力
の
法
規
範
を
分
析
す
る
と
、
こ
の
法
規
範
の
価
値
は
人
間
の
尊
厳
（
≦
費
含
）
に
存
す
る
。
又
入
間
か
ら
権
利
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
は
そ
の
範
囲
に
関
係
す
る
。
一
部
分
と
し
て
の
人
間
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
一
部
分
の
権
利
能
力
も
存
在
し
な
い
。
権
利
能
力
が
人
間
の
地
位
又
は
性
質
の
結
果
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
前
提
要
件
の
一
部
と
し
て
、
一
部
分
の
権
利
能
力
の
み
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
法
人
の
一
部
権
利
能
力
の
問
題
は
、
自
然
人
と
異
っ
て
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
0
）
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
技
術
の
問
題
で
あ
り
、
｝
般
的
法
確
信
の
結
果
と
し
て
で
は
な
い
。
　
六
　
自
然
法
学
派
の
権
利
観
は
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
フ
て
の
本
性
と
し
て
権
利
を
体
有
す
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
、
人
間
そ
れ
自
身
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
い
て
権
利
の
源
泉
を
求
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
歴
史
法
学
派
も
o
。
餌
く
面
薯
に
お
い
て
は
、
倫
理
的
自
由
の
中
に
、
す
べ
て
の
入
問
の
法
人
格
を
基
礎
づ
け
、
自
由
は
す
べ
て
の
権
利
の
基
礎
で
あ
り
、
前
提
要
件
で
あ
っ
た
し
、
又
、
評
9
賞
は
こ
の
理
論
を
さ
ら
に
形
式
化
し
て
、
彼
に
と
っ
て
も
入
格
が
権
利
の
基
礎
を
な
し
、
入
格
権
は
人
間
の
最
も
重
要
な
権
利
で
あ
り
、
す
ぺ
て
の
権
利
は
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
由
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
権
利
を
個
人
の
人
格
と
、
さ
ら
に
自
己
と
そ
の
財
産
の
た
め
に
取
得
し
た
尊
厳
に
基
づ
く
と
解
す
る
も
の
も
あ
る
。
又
、
利
益
説
を
唱
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
る
嵜
豊
謎
も
権
利
の
主
張
を
人
格
の
主
張
と
の
ぺ
て
い
る
。
　
七
　
こ
の
よ
う
に
、
権
利
の
観
念
は
人
間
の
自
由
又
は
人
格
に
関
し
て
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
、
人
格
権
と
し
て
の
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
権
を
認
め
る
者
が
あ
り
、
我
国
に
お
い
て
も
、
私
法
上
の
自
由
権
を
是
認
し
、
そ
の
内
容
を
各
種
の
精
神
的
又
は
肉
体
的
活
動
の
自
由
と
し
、
肉
体
的
活
動
の
自
由
と
共
に
、
意
思
決
定
及
び
意
思
決
定
以
外
の
各
種
の
精
神
作
用
殊
に
思
索
感
情
の
よ
う
な
精
神
的
活
動
の
自
由
も
み
だ
り
に
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
亭
受
し
得
る
こ
と
を
法
律
に
よ
り
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
個
人
の
精
神
的
及
び
肉
体
的
勢
力
に
基
づ
く
活
動
に
つ
い
て
人
格
者
た
る
個
人
の
活
動
と
し
て
の
自
由
を
保
護
す
る
の
で
な
け
れ
ば
人
格
保
護
の
立
法
の
精
神
を
生
か
し
得
な
い
と
　
（
2
6
）
す
る
。
又
、
人
格
権
を
人
の
存
在
に
関
す
る
も
の
と
、
人
の
活
動
に
関
す
る
も
の
と
に
分
け
、
自
由
権
を
後
者
の
例
と
し
、
こ
の
侵
害
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
不
法
行
為
を
構
成
す
る
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
又
、
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
否
定
し
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
利
益
で
あ
る
と
す
る
立
場
も
存
す
る
が
、
そ
の
人
格
的
利
益
の
保
護
に
つ
い
て
は
是
認
し
て
い
る
。
　
八
　
人
格
権
の
保
護
対
象
を
考
察
す
る
場
合
、
人
と
人
格
の
概
念
は
、
す
な
わ
ち
、
評
拳
魯
と
勺
窪
8
呂
。
算
簿
と
は
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
法
的
に
観
察
す
る
と
、
人
格
と
し
て
意
味
を
有
す
る
も
の
は
、
人
間
の
内
的
生
活
に
限
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
人
概
念
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入
の
中
に
は
、
個
人
的
に
発
展
す
る
可
能
性
が
包
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
人
概
念
の
前
提
要
件
で
は
な
い
と
し
て
も
、
法
は
す
べ
て
の
人
に
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
人
は
潜
在
的
人
格
と
し
て
、
又
、
人
格
を
人
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
発
展
の
継
続
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
人
格
を
基
礎
と
す
る
権
利
と
し
て
、
発
表
の
自
由
の
私
法
的
保
護
と
、
芸
術
的
活
動
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
が
与
え
ら
　
（
3
0
）
れ
る
。
精
神
的
創
造
物
に
著
作
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
人
格
評
価
の
表
れ
で
あ
り
、
又
、
営
業
活
動
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
人
　
　
　
　
　
　
（
笥
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）
格
発
展
の
基
本
権
は
経
済
活
動
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
と
し
て
営
業
活
動
も
人
格
権
と
さ
れ
て
い
る
。
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四
　
自
然
人
の
権
利
能
力
　
一
　
権
利
能
力
の
思
想
が
成
文
化
さ
れ
た
関
係
を
見
る
に
、
・
ー
マ
法
、
ゲ
ル
マ
ン
法
の
諸
法
律
に
は
人
間
の
一
般
的
権
利
能
力
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
封
建
思
想
に
支
配
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
文
化
の
未
だ
発
達
し
な
い
時
代
に
お
い
て
は
国
民
が
容
易
に
封
建
思
想
か
ら
脱
却
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
一
七
五
八
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
国
法
、
一
七
九
四
年
の
プ
・
シ
ャ
国
法
も
未
だ
人
間
の
一
般
的
権
利
能
力
を
確
定
し
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
一
八
一
八
年
に
施
行
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
民
法
典
が
は
じ
め
て
そ
の
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
一
六
条
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
間
を
権
利
の
主
体
と
し
て
承
認
す
る
と
い
う
原
則
的
規
定
を
設
け
た
。
　
一
八
九
六
年
の
ド
イ
ツ
民
法
の
現
代
の
文
化
国
民
の
意
識
に
適
合
し
て
、
人
間
の
権
利
能
力
を
自
明
の
も
の
と
し
て
前
提
し
、
何
等
特
別
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
民
法
第
一
条
は
ド
イ
ッ
民
法
の
解
釈
と
同
様
に
解
さ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
入
間
の
一
般
的
自
由
と
権
利
能
力
は
倫
理
上
の
必
然
性
（
簿
三
ω
。
ぎ
ぎ
牙
。
＆
噂
魯
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
証
明
を
要
し
な
い
原
則
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
　
（
2
）
あ
る
。
　
人
間
の
権
利
能
力
は
人
問
自
体
の
特
性
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
権
利
能
力
を
問
人
か
ら
廃
除
す
る
こ
と
も
、
自
由
意
思
に
よ
る
制
限
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
）
法
律
上
許
さ
れ
な
い
し
、
ま
た
行
政
行
為
に
よ
っ
て
も
判
決
に
よ
っ
て
も
人
間
に
対
し
て
権
利
能
力
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
す
べ
て
の
人
間
は
権
利
能
力
を
有
し
て
い
る
が
、
人
間
は
人
種
、
国
籍
、
性
別
、
宗
教
に
よ
っ
て
区
別
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
も
と
よ
り
古
来
の
奴
隷
が
廃
止
せ
ら
れ
た
こ
と
は
勿
論
、
近
代
ま
で
存
続
し
て
い
た
僧
侶
に
対
す
る
ド
イ
ッ
普
通
法
上
の
財
産
取
得
能
力
の
制
限
は
　
　
　
（
4
）
消
滅
し
た
。
　
二
　
通
説
に
よ
れ
ば
、
権
利
能
力
は
人
問
に
特
有
な
資
格
で
は
な
い
。
そ
の
資
格
は
法
に
よ
っ
て
、
従
っ
て
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
は
法
の
創
造
者
で
あ
り
、
権
利
義
務
と
共
に
法
的
人
間
を
創
造
す
る
。
法
的
人
間
は
権
利
義
務
の
主
体
で
あ
り
、
自
然
的
人
間
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
人
間
は
法
に
よ
り
最
初
か
ら
権
利
能
力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
法
的
人
間
の
み
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
自
然
人
は
自
然
の
人
問
で
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
に
ょ
り
人
間
で
あ
り
法
的
人
問
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
に
は
権
利
能
力
が
与
え
ら
れ
、
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
う
る
資
格
が
あ
る
か
ら
人
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
で
あ
る
か
ら
権
利
能
力
を
有
す
る
も
の
で
は
（
5
）
な
い
。
　
こ
の
説
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
学
派
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
、
今
日
ま
で
多
く
の
法
学
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
国
家
が
権
利
義
務
と
と
も
に
法
的
人
問
を
創
造
す
る
の
は
、
国
家
構
成
員
に
つ
い
て
法
的
地
位
を
認
め
る
と
い
う
公
法
上
の
基
本
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
説
明
は
、
国
家
構
成
員
以
外
の
入
間
に
つ
い
て
人
類
共
同
生
活
に
お
い
て
人
間
の
尊
厳
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
人
問
の
法
的
地
位
に
関
す
る
歴
史
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
三
　
法
律
に
よ
っ
て
人
間
に
権
利
能
力
が
付
与
さ
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
権
利
能
力
は
国
籍
に
よ
っ
て
制
限
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
家
の
立
法
行
為
は
国
民
に
対
し
て
の
み
効
力
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
権
利
能
力
は
人
問
自
体
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
権
利
能
力
は
国
籍
に
も
、
国
家
の
意
思
に
も
依
存
し
な
い
独
立
の
も
の
と
な
る
。
も
と
よ
り
公
法
上
の
要
件
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
又
法
律
に
も
優
先
す
る
。
こ
の
見
解
は
合
理
主
義
的
自
然
法
の
立
場
に
適
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
日
の
文
化
国
民
の
認
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
間
が
内
外
国
入
の
別
な
く
権
利
能
力
を
有
す
る
こ
と
は
自
明
の
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
　
入
問
の
概
念
と
人
格
者
の
概
念
の
一
致
は
歴
史
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
古
代
に
お
い
て
は
た
と
え
明
瞭
で
な
い
に
し
て
も
、
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
既
に
ω
・
嘗
馨
学
派
や
曽
8
学
派
に
よ
っ
て
基
本
的
に
人
間
の
人
格
が
主
張
せ
ら
れ
た
し
、
奴
隷
の
完
全
な
無
権
利
能
力
は
腿
ー
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
7
）
法
に
お
い
て
も
既
に
問
題
が
あ
っ
た
。
　
権
利
能
力
の
概
念
は
、
ロ
ー
マ
の
市
民
の
人
格
に
相
当
す
る
が
、
ロ
ー
マ
法
に
よ
れ
ば
自
由
人
は
法
律
と
命
令
で
法
的
地
位
を
有
す
る
に
反
し
、
他
方
、
奴
隷
は
市
民
法
（
冒
。
・
・
一
＜
ε
に
よ
り
権
利
の
主
体
と
認
め
ら
れ
な
い
で
法
的
に
は
物
た
る
性
質
の
人
間
で
あ
っ
た
。
自
由
人
に
も
市
民
と
非
市
民
と
が
あ
り
、
市
民
は
市
民
権
を
有
し
公
法
上
も
私
法
上
も
完
全
な
権
利
の
主
体
と
な
る
が
、
非
市
民
は
自
由
禦
を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
市
民
権
を
有
せ
ず
、
又
財
産
取
得
の
能
力
に
も
制
限
が
あ
っ
た
。
こ
の
法
的
地
位
の
区
別
は
人
間
自
体
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
資
格
を
基
礎
と
し
て
決
定
せ
ら
れ
た
か
ら
、
人
間
の
価
値
は
市
民
と
し
て
の
資
格
と
同
視
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
人
や
翼
ー
マ
人
が
自
ら
を
被
征
服
者
も
し
く
は
外
国
人
と
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
越
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
法
制
の
変
遷
に
よ
っ
て
市
民
と
し
て
の
資
格
は
国
籍
の
概
念
に
代
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
法
上
の
権
利
能
力
は
国
籍
の
観
念
と
は
裁
然
と
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
別
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
四
　
入
問
自
体
に
人
格
を
認
め
る
と
い
う
思
想
は
、
本
質
的
に
は
キ
リ
子
．
－
教
の
影
響
を
う
け
て
発
展
し
た
が
、
啓
蒙
思
想
と
ド
イ
ッ
観
念
論
に
よ
っ
て
、
自
然
法
と
権
利
の
理
念
に
お
い
て
人
間
の
理
性
的
倫
理
的
性
質
が
強
調
せ
ら
れ
、
一
九
世
紀
の
は
じ
め
に
い
た
り
、
。
ハ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
が
国
家
に
お
け
る
人
問
の
法
的
地
位
の
み
で
な
く
、
人
間
自
体
の
権
利
主
体
と
し
て
の
性
質
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
人
間
と
権
利
能
力
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
権
利
能
力
は
人
間
の
法
的
地
位
と
し
て
歴
史
的
発
展
の
過
程
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
奴
隷
制
度
の
変
遷
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
奴
隷
制
度
は
法
律
文
化
史
上
の
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
っ
た
。
人
問
の
価
値
と
権
利
能
力
に
関
す
る
問
題
と
し
て
古
く
か
ら
注
霞
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
奴
隷
は
市
民
的
人
賜
の
人
格
を
も
た
な
い
け
れ
ど
も
、
自
然
の
人
格
を
有
す
る
。
法
規
が
自
由
市
民
に
つ
い
て
法
的
関
係
と
し
て
承
認
し
、
形
成
す
る
す
べ
て
の
生
活
関
係
に
奴
隷
は
事
実
上
は
存
立
し
う
る
。
奴
隷
に
は
こ
の
法
的
承
認
が
な
さ
れ
な
い
か
ら
、
権
利
は
な
く
、
事
実
の
み
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
奴
隷
は
奴
隷
女
と
婚
姻
関
係
に
お
い
て
、
継
続
的
に
共
同
生
活
を
な
し
う
る
。
子
供
は
準
婚
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
。
し
ば
し
ば
行
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
主
権
は
奴
隷
に
対
し
財
産
上
の
物
を
事
実
上
占
有
管
理
す
る
も
の
と
し
て
譲
渡
し
え
た
。
ま
た
主
権
は
奴
隷
に
対
し
個
々
の
場
合
に
代
理
権
を
付
与
し
た
。
奴
隷
は
理
性
あ
る
動
物
で
あ
る
か
ら
、
法
律
行
為
を
締
結
し
う
る
し
、
不
法
行
為
を
犯
し
う
る
し
、
し
か
も
奴
隷
が
締
結
し
た
契
約
で
自
然
債
務
的
に
義
務
を
負
担
す
る
。
こ
の
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
は
奴
隷
に
対
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
奴
隷
の
義
務
は
発
生
す
る
と
い
う
見
　
　
　
（
m
）
解
が
存
す
る
。
法
律
は
こ
の
自
然
的
関
係
を
抹
殺
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
い
か
な
る
子
供
に
も
養
育
と
扶
養
請
求
権
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
ド
イ
ツ
民
法
理
由
書
の
如
く
単
に
理
性
と
倫
理
の
命
令
の
み
と
見
る
の
は
事
実
上
妥
当
で
は
（
U
）
な
い
。
　
ド
イ
ツ
普
通
法
は
、
奴
隷
制
度
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
炉
、
ド
イ
ツ
民
法
が
一
九
〇
〇
年
一
月
保
護
領
に
施
行
さ
れ
た
当
時
に
も
保
護
領
で
は
奴
隷
類
似
の
古
い
状
態
が
存
続
し
て
い
た
。
保
護
領
総
督
が
一
八
九
一
年
九
月
一
臼
奴
隷
の
自
由
売
買
に
関
す
る
命
令
を
発
し
た
。
こ
の
命
令
で
は
奴
隷
制
度
と
人
権
的
不
自
由
状
態
を
認
め
、
奴
隷
が
身
受
売
買
と
代
金
を
支
払
っ
た
後
自
由
人
と
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
八
九
五
年
六
月
二
五
臼
の
奴
隷
の
奪
取
と
奴
隷
売
買
処
罰
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
奴
隷
売
買
は
禁
止
さ
れ
た
。
一
九
〇
〇
年
四
月
施
行
の
領
事
裁
判
権
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
古
い
法
律
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
奴
隷
の
廃
止
は
法
律
上
の
人
種
差
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）
別
待
遇
を
取
り
除
い
て
、
人
間
の
自
由
平
等
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
五
　
権
利
能
力
の
概
念
，
は
一
九
世
紀
の
は
じ
め
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
が
人
問
の
国
家
に
お
け
る
法
的
地
位
の
み
な
ら
ず
、
人
間
自
体
の
主
体
的
個
性
を
現
わ
し
、
人
問
の
地
位
を
市
民
権
か
ら
分
離
し
た
こ
と
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
問
の
価
値
は
市
民
的
資
格
も
し
く
は
国
家
構
成
員
た
る
資
格
を
は
な
れ
て
人
間
自
体
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
し
、
人
間
自
体
に
価
値
を
認
め
る
こ
と
は
、
倫
理
的
理
性
的
観
念
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
原
理
（
憶
8
幹
巳
霧
。
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
法
的
確
信
の
域
に
ま
で
達
し
た
と
き
法
的
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）
人
間
の
概
念
が
生
ま
れ
。
そ
こ
で
法
的
人
間
と
い
う
概
念
は
、
人
問
の
尊
厳
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
人
問
は
宗
教
国
籍
人
種
性
別
に
差
異
あ
る
こ
と
な
く
、
人
類
共
同
生
活
に
お
い
て
自
由
で
平
等
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
法
的
人
間
が
国
家
構
成
員
た
る
資
格
に
関
係
な
く
、
従
っ
て
国
家
の
法
に
よ
っ
て
創
造
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
家
の
意
思
は
国
民
に
対
し
て
の
み
効
力
を
有
す
る
も
の
で
、
国
民
的
資
格
に
関
係
な
い
事
項
を
規
律
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
的
人
間
は
人
間
自
体
で
あ
り
、
尊
厳
の
主
体
た
る
自
然
の
人
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
性
は
人
間
生
活
の
全
領
域
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
問
の
尊
厳
は
宗
教
的
倫
理
的
も
し
く
は
社
会
的
又
は
法
的
の
各
生
活
関
係
に
お
い
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
法
的
関
係
に
お
い
て
現
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
る
と
こ
ろ
の
自
然
人
が
法
的
人
問
で
あ
る
。
　
六
　
法
的
人
間
は
人
格
を
有
す
る
、
入
格
は
権
利
義
務
の
主
体
と
同
義
で
あ
る
。
権
利
能
力
は
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
う
る
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葛
）
の
人
問
の
法
的
特
質
、
黛
Φ
団
鰐
、
一
q。
。
財
鶉
簿
。
一
嵩
．
触
娼
。
触
。
，
霧
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
権
利
義
務
で
は
な
い
。
　
私
法
上
の
法
人
は
権
利
能
力
を
有
す
る
が
、
法
学
従
っ
て
そ
の
有
す
る
権
利
能
力
は
国
家
の
意
思
に
よ
っ
て
創
造
せ
ら
れ
る
　
（
民
法
三
三
条
、
四
三
条
）
に
反
し
て
、
自
然
人
の
権
利
能
力
は
人
間
が
法
的
人
間
と
し
て
、
国
家
の
意
思
に
関
係
な
く
、
人
問
の
特
質
と
し
て
具
有
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
　
公
権
力
の
主
体
で
あ
る
法
人
は
私
法
の
領
域
に
お
い
て
も
私
法
上
の
権
利
能
力
を
有
す
る
、
し
か
し
そ
の
権
利
能
力
は
公
法
の
慎
域
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
1
6
）
お
い
て
存
在
す
る
主
た
る
鼠
的
を
達
す
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
法
人
の
権
利
能
力
に
つ
い
て
は
別
に
研
究
す
る
。
（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
（
7
）
（
8
）自
然
人
oα
獲
¢
黛
一
嶺
¢
さ
区
○
彰
導
窪
腔
霧
艶
ヨ
罷
費
α
q
巽
ζ
9
窪
O
o
。
q
g
N
び
8
F
属
倉
7
δ
財
鼠
一
ご
ω
。
潟
田暮①
o
o
弩
？
譲
む
マ
≦
○
協
騰
い
魯
吾
g
ぴ
（
ざ
ω
ヒご
霞
磯
R
試
o
ぎ
霞
男
o
鳥
皆
》
罷
創
。
ご
蹴
》
昌
一
GQ
9
転
co
ω
9
β
象
嶺
鵯
♪
勲
曾
○
こ
ω
。
露
｝
鶴
p
g
o
8
議
ρ
㊤
。
砂
●
○
こ
ω
●
紫
co
い
麟
疑
5
0
8
さ
潮
斜
9
。
○
こ
ω
●
蕊
濁
旨
簿
≦
○
窺
ー
譲
き
ω
2
雲
篇
○
一
｛
9
》
艮
器
職
q
嵩
α
劉
鴇
脅
脅
る
。
菊
o
o
算
錬
鉱
喰
8
淳
審
。
。
寓
o
霧
o
冨
♪
6
厭
●
9
箋
ω
富
離
島
嶺
σ
q
o
♪
餌
る
●
○
‘
ω
．
蕊
図
旨
質
①
8
①
蜜
。
・
｝
曾
p
。
O
こ
oo
添
ご
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国
導
簿
名
○
探
ー
韻
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ω
2
翌
噺
○
犀
ω
｝
欝
魯
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○
ご
ω
●
㎏
9
曽
窪
α
欝
σ
Q
o
♪
㊤
●
曾
○
‘
9
臨
9
醇
匿
ρ
d
窪
審
9
0
。
。
男
二
く
騨
窪
Φ
9
3
田
9
ン
ω
。
鳶
一
民
①
一
零
♪
溝
雲
鷲
礪
〇
三
〇
露
①
鳥
o
G
・
ω
9
暮
ω
話
9
欝
げ
①
ω
o
｝
の
》
乱
一
ω
ヒ
ざ
ω
蜜
μ
α
冒
鴨
♪
㊤
扇
．
○
ご
9
群
鴇
絹
p
器
8
霧
霧
”
¢
9
p
。
○
‘
ω
，
鳶
co
”
謬
旨
ω
ゴ
タ
δ
F
餅
餌
●
○
ご
ω
．
ひ
メ
国
讐
。
。
ぴ
≦
○
｝
酒
ゆ
逼
・
○
ご
9
塔
未
松
謙
澄
訳
　
ユ
ス
チ
ニ
ア
マ
ス
帝
醤
…
マ
法
提
要
　
一
一
頁
鍔
旨
馨
≦
○
騨
｝
曾
餅
○
↓
9
α
切
　
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
東（（109
））
（（王2n
））
（
B
）
（
M
）
（
β
）
（
妬
）
洋
法
　
学
　
oり
げ
帥
Ω
鳥
一
瓢
σ
Q
醇
僧
欝
○
ご
　
oo
・
鼻
ρ
　
代
表
者
は
穴
馨
け
で
あ
る
。
　
ω
o
財
影
…
家
一
簿
蝕
望
タ
δ
p
σ
q
o
♪
　
回
旨
o
Q
δ
騨
爲
欧
9
お
影
”
0
5
0
葺
9
蓉
9
讐
一
α
oり
蜜
o
。
ぎ
彰
q
o
ω
　
ω
」
α
cQ
》
　
理
由
書
　
一
巻
　
二
五
頁
　
自
然
的
事
実
を
尊
重
す
る
の
は
理
性
と
倫
理
の
問
題
で
あ
る
。
　
ω
砕
p
5
α
欝
α
q
費
，
）
錯
p
・
○
こ
ω
」
帥
　
ご
震
江
類
げ
¢
H
α
q
”
勺
帥
⇒
創
①
一
容
o
ヌ
ω
」
一
メ
　
ω
梓
㊤
q
（
副
冒
頒
①
誤
　
ρ
。
㊤
●
○
●
｝
oo
」
α
　
恒
藤
　
恭
著
法
的
人
格
者
の
理
論
　
三
一
頁
以
下
　
罰
⇒
づ
o
o
8
縁
に
9
　
曾
斜
○
ご
　
ω
。
a
ゴ
　
ω
ひ
斜
鐸
象
φ
頓
①
び
碧
ρ
O
ご
　
ρ
犠
ρ
八
六
男
α
影
償
一
さ
瓢
男
ユ
＜
p
ξ
o
o
一
湊
∫
6
轟
槽
五
　
自
然
人
の
権
利
能
力
と
法
人
の
権
利
能
力
　
一
　
法
人
は
人
間
と
し
て
の
個
人
以
外
に
、
そ
の
構
成
員
た
る
個
人
か
ら
独
立
し
て
権
利
能
力
の
主
体
た
る
組
織
的
結
合
体
で
あ
る
。
法
人
の
権
利
能
力
は
私
法
又
は
公
法
の
領
域
に
お
い
て
、
も
し
く
は
公
私
法
の
領
域
に
お
い
て
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
私
法
人
の
私
法
上
の
権
利
能
力
を
有
す
る
こ
と
は
本
質
的
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
国
家
そ
の
他
の
公
法
人
が
公
法
上
の
権
利
能
力
を
有
し
、
そ
の
題
的
を
達
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
私
法
上
の
権
利
能
力
を
有
す
る
。
従
っ
て
公
法
入
の
私
法
上
の
権
利
能
力
は
公
法
上
の
権
利
能
力
に
随
伴
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
　
二
　
法
人
の
本
質
に
つ
い
て
、
チ
、
の
存
在
が
古
く
か
ら
学
説
上
争
わ
れ
て
い
る
。
茅
、
れ
は
法
人
実
在
説
と
擬
制
説
で
あ
る
．
　
法
人
の
実
在
を
否
定
し
法
人
は
擬
制
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
は
、
ロ
ー
マ
法
学
派
の
伝
統
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
後
期
註
釈
学
派
の
時
代
か
ら
、
文
献
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
こ
の
説
の
主
唱
者
で
あ
る
o
っ
署
置
揖
に
よ
れ
ば
、
人
格
の
本
来
の
観
念
は
人
問
の
概
念
と
一
致
す
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
法
が
人
間
の
た
め
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
人
は
す
べ
て
権
利
能
力
を
有
し
、
自
然
人
に
あ
ら
ず
し
て
権
利
能
力
を
有
す
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
例
外
と
し
て
、
権
利
能
力
は
技
術
的
な
単
な
る
擬
制
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
主
体
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
。
そ
れ
が
法
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
人
は
法
人
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
説
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
纂
…
マ
法
以
来
永
い
間
法
学
上
に
お
い
て
法
人
理
論
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
。
　
三
　
近
代
に
い
た
り
企
業
の
発
達
が
動
機
と
な
っ
て
、
擬
制
説
を
否
定
し
法
人
の
観
念
に
対
し
新
見
解
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
劇
誉
鐸
を
主
唱
者
と
す
る
目
的
財
産
説
で
あ
る
。
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
擬
制
さ
れ
た
実
体
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
現
実
の
人
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
存
在
し
な
い
も
の
は
何
等
権
利
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
擬
制
さ
れ
た
も
の
は
意
欲
を
も
た
な
い
。
　
意
欲
の
な
い
と
こ
ろ
に
権
利
は
成
立
し
な
い
し
、
又
、
意
思
能
力
な
け
れ
ば
権
利
能
力
は
存
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
権
利
能
力
と
行
為
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
能
力
は
機
能
的
に
結
合
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
現
実
に
貝
的
財
産
の
み
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
人
に
も
属
し
な
い
と
こ
ろ
の
一
定
の
目
的
に
役
立
つ
財
産
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
財
産
に
は
所
有
者
な
き
所
有
権
、
債
権
者
な
き
債
権
、
債
務
者
な
き
債
務
す
な
わ
ち
主
体
な
き
権
利
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
に
よ
っ
て
は
擬
制
人
の
不
健
全
な
る
観
念
を
除
き
去
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
法
人
の
本
質
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
四
　
法
人
実
在
説
に
お
い
て
は
人
間
以
外
に
人
格
の
主
体
が
実
在
す
る
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
9
毘
容
に
よ
れ
ば
、
個
々
の
人
類
の
結
　
　
　
自
然
人
の
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
合
は
、
そ
の
個
人
を
離
れ
て
特
別
の
統
一
体
を
構
成
す
る
。
そ
の
統
一
体
は
機
関
に
よ
っ
て
自
ら
意
思
を
有
し
、
そ
の
機
関
に
よ
っ
て
自
ら
活
動
を
な
し
、
自
ら
独
立
の
生
命
を
有
す
る
社
会
的
有
機
体
で
あ
る
。
社
会
的
有
機
体
は
自
立
し
、
統
一
体
と
し
て
生
活
の
主
体
た
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
有
機
体
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
家
の
体
形
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
構
成
部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
家
機
関
の
活
動
は
有
機
体
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
社
会
有
機
体
は
特
別
の
意
思
を
も
っ
て
い
る
か
ら
法
的
人
格
者
で
（
4
）
あ
る
。
国
家
そ
の
他
の
団
体
が
各
機
関
に
よ
っ
て
団
体
の
目
的
を
達
す
る
た
め
の
統
一
体
的
活
動
を
し
て
い
る
か
ら
有
機
体
と
見
る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
い
が
、
有
機
的
組
織
体
の
区
別
は
判
然
し
な
い
か
ら
有
機
体
本
来
の
用
語
か
ら
す
れ
ば
適
当
で
は
な
い
。
又
、
団
体
は
有
形
的
で
は
な
い
が
、
存
在
は
社
会
的
に
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
実
体
を
有
す
る
団
体
自
身
が
社
会
の
組
織
体
と
結
合
す
る
こ
と
は
技
工
的
で
は
な
く
必
然
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
個
人
財
産
制
を
と
る
こ
と
は
た
し
か
に
社
会
生
活
に
は
合
目
的
的
で
あ
り
、
高
い
文
化
の
社
会
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
形
成
で
あ
り
、
財
産
が
個
人
所
有
権
の
生
硬
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
こ
れ
を
人
類
一
般
の
利
用
へ
と
供
さ
れ
る
よ
う
調
和
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
自
然
の
入
問
の
集
団
、
営
造
物
、
財
団
が
財
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
産
取
得
能
力
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
　
私
法
人
に
お
い
て
、
社
団
法
人
と
財
団
法
人
の
差
異
を
人
の
集
合
を
基
礎
と
す
る
か
、
財
産
の
一
団
を
基
礎
と
す
る
か
に
求
め
ん
と
す
る
の
は
学
者
の
通
説
で
あ
る
が
、
し
か
し
法
人
は
常
に
必
ず
一
定
の
員
的
に
供
せ
ら
れ
た
財
産
を
有
す
る
の
で
な
け
れ
ば
社
団
は
組
織
体
と
し
て
の
活
動
力
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
存
立
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
財
団
に
つ
い
て
も
財
産
の
保
有
が
目
的
で
な
く
、
一
定
の
目
的
に
使
用
せ
ら
れ
る
こ
と
が
存
立
の
基
礎
と
な
る
こ
と
は
社
団
法
人
と
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
人
は
社
団
と
財
団
と
を
問
わ
ず
組
織
体
と
し
て
の
存
立
に
は
財
産
的
要
素
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
財
産
取
得
能
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
．
こ
こ
に
権
利
能
力
の
本
質
を
見
る
、
纂
ー
マ
法
に
お
い
て
は
権
利
能
力
の
主
た
る
も
の
が
財
産
取
得
保
持
の
能
力
（
8
簿
鷺
。
ま
ぽ
臼
）
　
　
（
6
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
財
産
取
得
能
力
こ
そ
法
人
の
権
利
能
力
の
本
質
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
然
人
の
権
利
能
力
が
人
間
の
尊
厳
を
本
質
と
す
る
の
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
（
1
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